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前期・前半終了の全校集会（実際の話と若干違いがあります）　　　　　　　　　Ｒ５．７．２０ 
　前期前半も早いもので、明日から夏休みとなります。 
新年度が始まって約四ヶ月ほどの期間で、どの学年の皆さんも、各教科の学習をはじめ学年や学校
の行事、そして、委員会の活動や日々の部活動などを通して、充実した生活を送ってくれた事がよ
くわかります。 
　１年生は、入学式の時のあどけなさがすっかり抜け、中学校生活にも慣れた感じで本当に中学生
らしくなってきました。 
　２年生は、中堅学年として、しっかり自信を持って学校生活を送っていますね。 
　３年生は、本校の大黒柱として、何をするにも頼りになる最高学年です。２学期には、中学校最
後の学校祭があります。ぜひ、いい準備をして素晴らしい感動する学校祭にしてください。 
　さて、先週、小松市立安宅中学校の生徒や先生方が、皆さんの清掃の様子を学びに来ました。そ
して、放課後に各学年との交流会が行われました。無言清掃のことだけでなく、日々の学校生活に
ついて、情報交換や意見交換が活発に行われました。本校生徒の振り返りを読むと、この交流は永
中にとってもよい機会となったことがわかります。安宅中からも校長先生を始め、生徒の皆さんの
振り返りが先日届きました。学校へ戻って生徒会執行部が清掃や生徒会活動について検討し、提案
し、永中に負けないくらい掃除に一生懸命取り組む学校を目指していくということです。 
　みなさんにとっては当たり前になっている清掃ですが、その当たり前がすばらしい日々の実践だ
ということを再確認することができました。みなさんの取組が、さらに大きく成長してくれること
を期待したいと思います。 
　また、外部の方々との交流によって、気づくことがあったり、新しい学びもあります。今回の安
宅中との交流でも多くの学びや気づきがありました。この夏休みに、ボランティアを考える機会が
あります。いろいろな方とのふれあいやつながりを作る機会ともなります。来月２６日に永平寺大
燈籠流しのボランティア募集がきています。ぜひこの機会を活用して、ふるさと学習にもつながる
活動としてほしいと思います。また、灯籠流しの舟づくりの協力を依頼されています。本校の生徒
および教職員が協力したいと思いますので、一人１０個の舟をつくってください。８／４までに、
完成品を校長先生まで届けてください。家の人と一緒に作るのもいいですね。一つ作るのに、３～
５分程度です。 
　さて、明日からいよいよ夏休みです。７月は１１日間、８月に２９日間の計４０日間あります。 
　１年生にとっては、中学校での初めての夏休みですね。楽しみにしている人も多いことでしょう。
しかし、中学生の夏休みは、小学校と違って部活動や補充学習もあり「とても忙しい夏休みだ」と
感じることがあるかもしれません。でも、普段の日より自由になる時間も十分にあるので時間を上
手に使って夏休みを充実させてください。 
　２年生は、中学校生活にも慣れて、いろいろと計画をしていることもあるでしょう。これからは、
新しい学校のリーダーとなっていきます。特に、部活動では、チームのリーダーとして、先頭に立
って頑張ってくれることを願っています。 
　そして、３年生にとっては、自分の進路実現に向けて大事な夏休みとなります。高校の体験入学
や補充学習に積極的に取り組んで下さい。 
　今年もタブレットの持ち帰りを夏休み期間中も継続します。学習アプリとして、学研ドリルやふ
くいｅ刊が入っています。自分で計画を立てて、上手に使ってください。また、学校との連絡用と
しても活用されると思いますから、充電をしっかり行って、いつでも使えるようにしておいてくだ
さい。正しい使い方で活用してください。 
　いずれにしても、この夏休み、生活のリズムを乱さず、時間を有効に使い、ぜひ充実した40日
間の夏休みにして下さい。一日一日をどう過ごすかはあなた自身です。「自分自身をコントロール」
し、だらだら過ごすことなく１学期のまとめなど計画的に学習を進め、普段では取り組めないこと
に大いにチャレンジし有意義な夏休みにして下さい。 
　くれぐれも、交通事故や水の事故に遭わないように気をつけ、たった一つしかない命を大事にし
て下さい。そして、一人一人が一段とたくましくなって、全校生徒が充実した顔で８月３０日の前
期後半開始の全校集会を迎えられることを願っています。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　竹内康高



　７月１２日に、学校におけるいじめ防止等の取組の一つとして、弁
護士によるいじめの未然防止を生徒に考えさせる授業を行いました。
悪ふざけが相手を傷つけ、いじめとなることをしっかりと学びました。 

　７月１３日に、オンラインで、コカ・コーラの環境保全やペッ
トボトルの循環型社会について学ぶことができました。日常生活
の中で地球環境への取組もできることに気づくことができました。 

　７月１４日に、「幸せ　happy  」というテーマを決めて探究学習が
始まりました。社協を通じて推進委員となっていただいた地域の方々
と初めての交流。これからのプロジェクトにも参画していただきます。 


